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２．なぜ、まちづくり教育が必要なのか？

１．はじめに

　まちには大勢の人が住んでいます。みんなが快適

に生活するためには、自然や環境を守りながら、働

く場所や住むところ、道路や公園、下水道などをつ

くっていく必要があります。そして、まちをもっと

よくするためには、私たち一人一人が積極的にまち

づくりに参加していくことが重要です。

　最近になって、一部で「住民参加のまちづくり」

が試みられるものの、まだまだそのほとんどが「行

政主体型」のまちづくりです。

　また地域住民にしても、まちづくり参加への意識

は徐々に高まってはきているものの、実際にどのよ

うに参加したらよいのかわからないという人が多い

ようです。

　そこで住民参加に向けての課題を次のようにまと

めました。

　　①住民への啓蒙活動の実施

　　②幅広いまちづくり情報の提供

　　③住民団体等への支援強化

　　④まちづくり体験や学習の場の提供

　　⑤まちづくりリーダーの育成

　これまで、①～③においては徐々に実施されてき

ていますが、④、⑤についてはほとんど実施されて

いませんでした。

　住民参加のまちづくりに向けて、早い段階からま

ちづくりに関心を持ってもらうことが重要であると

思われます。

　このため、21世紀の担い手である子どもたちが、

自分たちを取り巻く環境や地域について学び、問題

意識を持ち、また将来各自が地域に貢献できる能力

を養うことは非常に重要です。また、まちづくりの

意義や必要性を学習し、まちづくりを身近に体験す

ることが大切です。

　さらに、子どもたちと活動をともにすることによ

って、大人と違った子どもの視点や発想からまちづ

くりを見直すこともできます。

３．学校教育における効果

　まちづくり学習は、学校教育においても非常に重

要であると思われます。昔の子どもたちはまちの中

で遊んだり、地域の行事や催し物に参加しながら地

域生活を学びましたが、最近は子どもと地域との関

わりが薄くなってきています。そこで、自分たちが

生活しているまちについて学ぶことで、地域と関わ

るきっかけとなり、地域や環境への愛着を生み、

さらには人格の形成に大いに期待できます。

　また、これまでの学校教育においては、都市

計画やまちづくりに関するものを、授業カリキ

ュラムに導入するということはあまり例がなく、

2002年から導入される総合学習を目前に控え、

授業への導入が望まれます。
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▲石川県まちづくり読本とその手引き書

４．石川県におけるこれまでの取り組み

　石川県においても将来のまちづくりに積極的に関わ

っていく人材育成の出発点として、平成９年度から県

内の小・中学生を対象に『まちづくり大好き人間養成

事業』を実施してきています。

①子どもまちづくり塾の開催（H11.9.12）

　新潟大学の五十嵐教授と宇都宮大学の陣内助教授を招いて、金沢市内の小･

中学生を対象に『石川県まちづくり読本』をテキストとした『子どもまちづく

り塾』を開催しました。ワークショップ形式での授業や現場見学会などを行い、

まちづくりへの関心を高め、知識の向上を図りました。

〈授業の一例〉

　今回行った小学生のプログラムを紹介します。

〈Ｈ9〉
　・『まち・再発見フォトラリー in 加賀』の開催
　・『子どもまちづくりフォーラム in 加賀』の開催
　・『石川県まちづくり読本 小学生版』の作成
〈Ｈ10〉
　・『まち・再発見フォトラリー in 七尾』の開催
　・『子どもまちづくりフォーラム in 七尾』の開催
　・『石川県まちづくり読本 中学生版』の作成

平成11年度は金沢市において、今年で3回目となる『まち・再発見フォトラリー』や

『子どもまちづくりフォーラム』の開催と、さらにもう一歩踏み込んだ全国でもあまり例のない、

子どもたちを対象とした『子どもまちづくり塾』を開催しました。

 

小学生の
部
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▲

▲

フォトラリー状況
東山周辺

ポスター作成状況

②まち・再発見フォトラリー（H11.10.23）

　カメラを片手に小・中学校の生徒が、地元のまちづ

くり団体と一緒に、東山・主計町周辺の歴史的なまち

なみを散策したり、バリアフリーにも配慮した商店街

の足「ふらっとバス」に乗って、横安江町・尾張町商

店街の取り組みについて学びました。そして、各チー

ムごとにまちの好きなところ、嫌いなところを撮影し、

それにコメントをつけて、まちづくりへの具体的な提

言を盛り込んだ『まち・再発見ポスター』を作成しま

した。

③子どもまちづくりフォーラム（H11.12.5）

　『まち・再発見ポスター』をもとに、生徒が市民や

行政担当者に、自分たちのまちの好きなところ、嫌い

なところについて発表し、嫌いなところはこんな風に

したらよいとか、こんな遊び場をつくってほしいとい

う提言をします。そして、みんなで自分たちの住むま

ちについて改めて考えます。

５．これからの展望

　地域環境教育の一環として、地元に密着したまちづ

くり活動の浸透と、地域社会における人材の育成を図

るためには、以下のようなことが期待されます。

〈子どもたちに期待すること〉

・これらの活動を契機に、自分たちの住んでいるまち

　について関心を持ち、地域一体となった活動に参加

　すること

〈行政に期待すること〉

・こうした活動学習を一過性のイベントで終らせるの

　ではなく、継続的に続けていくこと

・地域環境教育であるまちづくり教育を今後も実施し

　ていくために、その指導者を育成していくこと

・教育関係者や子どもたちをはじめ、一般市民にもま

　ちづくりに関心を持ってもらうために、まちづくり

　情報を発信すること

〈教育関係者に期待すること〉

・まちづくり読本等が利用されること

・2002年からの総合学習において、まちづくり学習が

　導入されること

　今後は、それぞれがパートナーシップを図りながら

　進めていく必要があり、当センターにおいても、ま

　ちづくり活動に積極的に取り組んでいく皆様のお手

　伝いをしたいと思いますのでぜひご利用下さい。

かずえ



４

1.現況

　金沢外環状道路は、国道８号の金沢市今町を起点とし、

金沢市の山側を通り国道８号の松任市乾町へ至る山側

幹線（26km)と、金沢市の海側を通り国道８号の松任市

乾町へ至る海側幹線（19km）からなり、総延長45kmの

うちH10末現在で約13kmが完成しており、整備率28％と

なっています。

２.事業の目的

　・金沢都市圏の骨格形成

　・交通渋滞の緩和（都心通過交通の排除、都心部の交通分散導入）

　・都市の活力の増進（中心市街地の活性化、西部副都心開発の支援）

３.事業の経緯

　平成６年に全線が地域高規格道路の計画路線の決定

を受けました。山側幹線は地域高規格道路分を含めＨ

10年に全線事業着手しました。また、海側幹線は地域

高規格道路としてＨ９年から事業着手しています。

４.整備計画の概要

　１）山側幹線（東部環状道路、都市計画道路鈴見新庄線）

　　　　整備延長：16km（うち地域高規格道路　12km）

　　　　標準幅員：24.5ｍ～31ｍ　

　２）海側幹線（都市計画道路福久福増線、都市計画道路森本松任線）

　　　　整備延長：６km（うち地域高規格道路　６km）

　　　　標準幅員：60ｍ

５.整備状況

　山側幹線は、未整備区間の全てが道路事業、街路事業、

区画整理事業で事業化しており、田上本町～大桑間で

も今年から工事に着手する予定であり、Ｈ17年の全線

供用を目指しています。

　海側幹線は、福増～戸水間を道路、街路、区画整理

事業で事業化しており、今年10月に起工式が行われ、

工事に着手したところであり、Ｈ15年春に海側側道の

供用を目指しています。

　海側幹線
イメージ図

▲

　山側幹線イメージ図▲

　金沢外環状道路網図▲

　渋滞緩和イメージ▲
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■都心軸ゾーン

基本方針

　現在、土地区画整理事業が施行中である金沢西部地区と

鞍月地区を中心とした地域は副都心と呼ばれ、県庁舎移転を

契機に、広域的な商業業務施設の誘導や景観・バリアフリー

に配慮したグレードの高い都市基盤整備等を行っています。

推進方法

　副都心のまちづくりの推進母体として、平成10年７月に「金

沢西部副都心街づくり協議会」が設立され、街並み誘導・施設

の誘致・地権者の勉強会等の活動を行っているところです。

■都市型居住ゾーン

■都心軸支援ゾーン

50ｍ道路沿道は景観に十分配慮し、

広域性の高い商業業務機能の立

地により賑わいを創出します。

都心軸ゾーンに準ずる中規模

な商業業務施設を立地します。

多様なニーズに対応した住宅供

給を推進し、職住の近接した都

市化型の居住地区を形成します。

拠点整備ゾーン位置図
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　近年、より快適で、より個性的な居住環境を作って

いこうという動きが活発になってきています。それに

伴って、用途地域等の都市全域の計画だけではなく、

よりきめ細かな対応ができる地区レベルの計画が多く

活用されるようになっています。

　そのルール作りの手段として、以下の５つがあります。

　地区計画

　都市計画法第12条の５に基づく制度であり、それぞ

れの地区の特性に応じて定める地区レベルの都市計画

です。その内容は、地区の目標将来像を示す「地区計

画の方針」と、その目標を達成するための具体的な内

容を示す「地区整備計画」からなっています。

◇主な流れ

　建築協定

　建築基準法第69条に基づく制度であり、建築物に関

して定められる項目は、地区計画と共通点が多いです

が、土地所有者等の民事的な協定であって、公法的担

保がない点で、都市計画として定められる地区計画と

性格が異なります。

◇主な流れ

◇建築協定と地区計画の比較

�まちづくり条例

　市町村が自主的に定める条例であり、土地利用の規

制誘導に関する仕組みとして重要性が高まっています。

◇一般的な内容

①手続きに関する事項

　・計画の策定主体、内容、手続き及びその実現のル

　　ールの規定

②規制等の内容に関する事項

　・法制度による土地利用規制の不足の補完

③新たなルールの開発

　・用途、線引き等の全国一律な基準を数値によって

　　上乗せする取締法的な性格とは異なった新たなル

　　ールの開発。

　例：開発者による提案に対して、開発者と条例権者、

　　　地域住民による計画協議と創意工夫によってそ

　　　の内容を評価する「協議型誘導基準」の仕組み。

まちづくりのルール

根 拠 法

決 定 主 体

対 象 地 区

成立の要件

有 効 期 限

き

め

る

こ

と

の

で

き

る

制

限

な

ど

建

　

　

築

　

　

物

用 途

敷地の最低面積

建 ぺ い 率

容 積 率

高 さ

壁 面 の 位 置

形 態 ・ 意 匠

構 造

設 備

垣・柵の構造

工　作　物

　道路･公共空地

　公 園 ･ 緑 地

 緑地の保存

施 
 

設

地 区 計 画      建 築 協 定

都市計画法

市町村

市街化区域･市街化調整

区域･未線引き用途地域

全員の同意は要しない

期限無し

◎

◎

◎（上限）

◎

◎

◎

◎（形状･材料）

×

×

 ◎（高さ･形状･材料）

用途･高さ･意匠･色は

      決められる

○

○

○

建築基準法

区域内住民

全域

全員の同意を要する

最長10年

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
原則として決められ

ない

×

×

×

◎建築条例で定めることができる事項
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【主な規制】

用途制限

敷地面積の最低限度

壁面後退

高さの最高限度

外壁・屋根の色

意匠形態

垣・柵

  

Ｑ.バリアフリーデザインとユニバーサル  
　  デザインって何が違うの？

A.バリアフリーデザインとは、高齢者や障害者が
安全で快適な生活を営み、就業や文化活動等あら

ゆる分野の活動に参加できるように、さまざまな

障壁（バリア）を取り除くデザインのことです。

一方ユニバーサルデザインとは、あらゆる環境に

おいて、障害者や高齢者のための特別なデザイン

を考案するのではなく、はじめからすべての人に

とって使いやすいデザインにすることです。

　具体的には、バスに車椅子の人が乗るためにリ

フト（特別な装置）を付けるのがバリアフリーデ

ザインで、床を低くして誰もが乗りやすくするの

がユニバーサルデザインだと云えます。

　なお、今年の４月に、金沢市で県内では初の、

ユニバーサルデザインを取り入れた公園が完成し

ました。

〔太陽が丘西部地区（地区計画）〕

リバーシブルレーンの社会実験（平成11年10月）
（都心部に向かい、１車線→２車線に変更）

ユニバーサルデザインをとりいれた「ふらっとバス」
（床高約28㎝で子どももらくらく。20㎝までさげられます。） （建設省資料より）

課　題

 環境対策
（地域温暖化対策）

施策メニュー

渋滞対策

物流対策

・HOVレーン

・共同荷捌き施設

・コミュニティ・ゾーン安全・安心のまちづくり

中心市街地の再生・活性化

・電気自動車等を活用したエコパークアンドライド
・パークアンドサイクルライド

・トランジットモール
・ゾーンシステム

●社会実験を実施する代表的な施策メニュー

�まちづくり協定

　任意の住民団体が定める紳士協定です。規制の内容

も任意であり、地区計画を補完する形で併用すること

も考えられますが、その成果が法的に担保されないの

が欠点といえます。

�緑地協定（旧緑化協定）

　都市緑地保全法第14条に基づく制度で、都

市計画区域内の区域の土地所有者全員の合意

を要する民事的な協定です。保全又は植栽す

る樹木等の種類及び場所、柵又は垣の構造、

管理に関すること、緑化に関することについ

て定めます。

　また、建築協定では条例が制定されている

ことが必要ですが、緑地協定では条例を前提

とはしていません。

以上の制度は、それぞれ一長一短はあるものの、今後

は、これらの制度を併用することにより、短所長所を

うまく補完し、積極的に活用していくことが大切です。

□石川県での実用例

Ｑ.「社会実験（交通実験）とは…」

Ａ.公共交通利用への転換、相乗りなど、渋滞対
策や地球温暖化対策に役立つ新しい道路政策を導

入するため、全国各地で“社会実験”が実施され

ています。場所や期間を限定して繰り返し実施す

ることで、住民の合意を得たり、その評価で本格

的に導入するかどうかの判断を行います。

　金沢では様々な社会実験を行っており、平成４

年から通勤時のパークアンドライドの実験（平成

８年から本格実施）

に取り組み、今年

10月には、南部方

面でのパークアン

ドライド（レール

ライド）や桜橋付

近でのリバーシブ

ルレーンを実施し

ております。
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HP://www.pref.ishikawa.jp/machicen/index.htm

発行日：平成11年11月

　今回の特集は、「21世紀を担う子どもたちへのまちづくり学習」をテ

ーマに取り上げました。最近は、昔と比べて子どもと地域との関わり方

が薄くなってきた中、自分たちが生活しているまちについて学ぶことで、

地域や環境に愛着を生み、さらには人格の形成に大いに期待できます。

今後、まちづくり学習は、学校教育においてもとりあげられていくこと

を期待します。

編 集 後 記
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